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平成 28 年度スローガン 

創業 140 周年に向けて！ 

みんなで目指す顧客感動経営 
～和賀組さんで良かったといわれよう～ 

 
  ハイスピード全国大会 

５月１３日、東京目黒雅叙園にて「第10回 HySPEED工法 全国
大会」が開催されました。本部からの報告の後キャンペーン表彰式が行
われました。施工延長で１位のプラチナ大賞は島根県の株式会社出
雲採石さんが獲得されました。当社も過去最高の５位になりましたが、
スタートの昨年 5月とラストの今年４月の各単月では全国１位だったそ
うです。５月からまたキャンペーンが始まりました。来年のベスト 3 入りを
目指して頑張りましょう。 

   
JHS全国大会 

５月２４日、東京両国第一ホテルにてジャパンホーム
シールド FC 大会が開催されました。全国から地盤事業
を行っている４１社が集まり、熊本での住宅の被害状
況など有意義な情報交換の場を持つことができました。
またＢＰ(ベストパートナー)発表として当社の事業概要
と地盤事業への取り組みを発表する機会を頂きました。
耐震基準の見直しなど今後の国の動きに注目が必要で
す。今回も新たな出会いに恵まれ感謝感謝です。 

株式会社和賀組 代表取締役 和賀幸雄 

三菱自動車工業の燃費偽装事件は軽自動車のトップランナーのスズキ自動車にも飛び火し、激しい燃費競争にさらされ
ている自動車業界の現状が明らかになりました。企業のトップの指示では無いものの、これは開発担当者だけの問題では無く
企業風土の問題だと言えます。データの改ざんを続けた担当者はよもや会社が日産自動車の傘下に入り、多くの従業員や
下請け企業が路頭に迷う事態になるとは思っていなかったのかもしれません。我々建設業界に目を転じても、当社にも大きな
影響が有った１１年前のＡ建築士による耐震偽装事件や、昨年発覚した東京ゴム工業による免振ゴムの性能データ改ざ
ん事件、旭化成による杭打ちデータ偽装事件、さらには今年に入ってマリコン(海洋土木)２位の東亜建設工業による羽田
空港などの液状化対策工事で、薬剤の注入が不十分だったのに書類のデータを改ざんして計画通り完了したと国に嘘の報
告をしていたとのニュースが飛び込んできました。 

公共インフラや住居というものは、言うまでもなく国民の生命と財産を守り、良質な暮らしのために高いレベルの安全性が担
保されていなければならないものです。当社の行動指針の最後は「お客様との感動の共有を目指して仕事をします」と締めくく
っています。みなさんの給料は社長である私が払っているのではありません。全て発注者・お客様から頂いているものなのです。
この事を是非今一度全員で確認したいと思います。「嘘をつかない・誤魔化さない・他人のせいにしない」ことをモットーに、全
員が明るく朗らかに喜んで働く職場づくりを目指しましょう。 

これから初夏に向かい暑い日が続きます。体調管理と水分・ミネラルの補給に心がけ、熱中症にかからぬよう職場全体で
対策を立て乗り切って頂きたいと思います。 
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